
f比較民俗(JJF究j27. 2012/6 

韓離鶴纏轟轟議議

オボ一民俗の景観的変容

-2011年オトク地域における調査事例を中心に一

一問題の提起

オボーとは、モンゴル人カ~LL!や i峠に石や

土を積み上げた構造物であり、モンゴル人

はこれに天神地紙が降りて宿るとし(オボ

ー自身を地祇とみる考えもある)、毎夏オボ

ー祭りを行い、牛馬羊などの生畜またはそ

の肉、乳製品その他を供え、五畜などの豊

鏡、息災その他を祈り、オボーのまわりを

めぐり、かつ競馬、相撲、弓射を奉納する O

またオボーが位置する場所的な特徴から、

草原において歴史的に道標や境界標の機能

も果たしてきたO オボーの呼称は、モンゴ

ル語の読み方に基づいて表現すると fobooJ

であるが、漢文の文献に「郡i専CJf数包Jと

いう漢字で表記されているため、その漢字

の音読みで一部の日本語の文献で「オボj

という表記も見られる O オボーは複数並べ

られることもあり、その中で最も多いのは、

十三オボーである O

近年内モンゴルにおいて、経済的な発展

に伴う伝統文化の変化は顕著であり、特に

政府の主導で行われているチベット仏教の

寺院とオボーなど伝統的な宗教領域の施設

等の修築や再建があげられる O 現在のオボ

ーは果たして従来の定義で解釈しうるもの

であるのか。本稿では、景観的にオボーの

「外j的変化の民俗について考察し、その

※神奈川大学歴史民俗資科学研究科博士課程

自新潟※

fl対的j文化の意味合いを考え直したい。

二調査地の概況

オトク地域は、地理的に内モンゴルのオ

ルドス高原の西部に位置し [[~1 1J、年平均

気温は6.4
0

Cであり、年平均降水量は270mm

である北温帝乾燥と半乾燥草原気候の地域

である O 人口は約20万人であり、土地面積

は約3.3万km2で、その仁jコで天然牧草地が約

80%を占め、内モンゴルにおいては典塑i切

な牧畜業を主業としている地域である O こ

の地域は、 1980ij三に行政I~I~ に「オトク旗J と

「オトク前旗jと2つの1mに分けられた。
近年、オトク地域では石炭や天然ガスな

どの豊富な地下資源の乱開発が進められて

おり、 2005年からオトク旗の牧民ウランバガ

ナの牧場内に中国石油長慶支社により「シ

ュルヘイ天然ガス回 j が I~再発され、オルド

スの各地の天然、ガス I~再発の進度を推し進め
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た。それに伴い、「シュルヘイ天然、ガス出j

の近くにアジアNO.2の天然ガス処理工場が

建てられたO 地下資源の開発により、オト

ク地方では隅々まで人工の舗装道が通るよ

うになり、交通機関は急速に発展している O

このような格段な社会変化が進んでいる地

域において、各分野の社会学研究者たちも

この地域の伝統文化の動向に関心を引きょ

せている O

オトク地域において、放牧を主業とする

牧畜地域は、行政的に村落を基本単位にし

ているが、 7Sニの遊牧社会の名残として、現

在も世帝同士のi習に何キロも離れて暮らし

ている O したがって、各世帯の住処の位置

は、基本的に特徴のある UJや)11、またはオ

ポーの場所を基準に認識されている O

20日年度の調査の主要目的は、近年再修築

されたオボーの景観的な特徴を考察するこ

とであり、前年度に取材したオトク前旗の

モガイト・ガチャ村落のイケ・ツァイダ

ム・オボーの崩辺に分布するオボーを中心

に調査することにした O 調査対象のオボー

について前もって詳細に計習しておいたが、

現地に着くと、雨などで本来柔らかい砂地

の道路は、さらにどろどろの状況で車など

が通れないところも多かった O 仕方なく移

動する際に、現地の協力者にお任せという

状情で、舗装道路が通っているところに車

を借りて、田舎道はバイクで移動すること

となったO オトク地域の牧地i玄は、人口密

度が平均2.3人/km
2で、あり、隣近所との距離

でさえ徒歩で測れないものである O またオ

ボーとは本来標高1400m~ 1600mの山や丘の

上に置かれ、大体半日で一基のオボーをlfD

る進度だった O 主な行動範囲はオトク旗と

オトク前旗が隣接している周辺の地域だっ

た[図2J。

今回の調査は現地で主にモガイト・ガチ

ャのイケ・ツァイダム・オボーの主宰者の

ノルブ氏 (70代)、パヤン・チヨット氏 (50

代)と同村のジゲドン氏 (30代)の協力を

得ることができた O 兄弟関係を持つノルブ

氏とパヤン・チヨット氏について別紙でも

触れたように、上の二世代からイケ・ツァ

イダム・オボーの日頃の管理とオボー祭泥

の主宰を担当し、現在もオボーがパヤン・

チヨット氏の牧場に置かれている O

もう一人の協力者のジゲドン氏(30代)

は、元々モガイト・ガチャの牧民であるが、

九年計画の禁牧政策jにより、利用してい

た牧場は禁牧対象地となり、「家に住むこと

はできるが、家畜を飼うことはできないj

と強制された O 現在近くのマラトという小

さなIlf]"に引っ越し、毎年国から生活の援助

を貰う他、夏の時期に近くの道路舗装の工

事地などで働き、 u院な時は車に客を乗せて

不安定な商売にたよりながら生活している O

「日本から来た記者Jという名呂を被され、

現地の協力者たちの強い協力をいただきな

がら得られたデータを以下のようにまとめ
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図2 調査地域
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ておきたい。

三 オトクのオボ一民俗

1 モガイト村と二基のオポー

2010年度の調査研究の継続としてモガイト

村のイケ・ツァイダム・オボーと i司村のフ

テリン・オボー[写真けについて検討して

みたい。

モガイト村ーは行政的にオトク%J旗のナン

ソ鎮に所属し、主に牧業を営んでいる村で

ある O この村は現在128の世帯、 550人の人口

からなり、その内、モンゴル人の世帯は99

戸で396人いる O 村の面積は38万haで、一世

帯は平均2000ha以上の牧場を所有する。 20年

前から各世帝の牧場が鉄線で臨まれるよう

になり、元々明確な境界線がなかったため、

世帯同士の牧場の紛争問題が相次ぐ o 1995年

に政府から正式に計器を持って配分を行っ

たと言われている O 現在も解決出来ていな

い牧場境界の問題が数多く存在している O

i可村のノルブ氏 (72歳)とジラントック

トホ氏 (68歳)は上の世代からこのモガイ

ト村辺りに暮らしおり、二人とも子どもの

時に地元の物知りに弟子入りして、一年ぐ

らいモンゴル語とチベット諾を学んだとい

うO 要するに、地元では「文化のある人

(知識を持っている人)Jとして知られてい

イヴツァイダム・方
ボ}の元の場所

/ペ
Jヘ

るO 特にノルブ氏は、 50年代に地元の学校

で教員を務めた経歴を持ち、今も地元の雑

誌、等にモンゴル諾の文章を載せたりして、

文化人として活躍している O

二人の記憶によると、子どもの頃に、こ

の地方では 1i主;府の牧場が大体2万 ~3万haで、

あり、この周辺に10何の世帯しか暮らして

いなかった O 現地の人口の増加と、また50

年代に“外" (地方のモンゴル人たちは、村

に入植してきた漢人を“テメト"から来た

と記憶しており、行政的に!挟西省靖辺県辺

りを指す)からの移住民が入植してきたこ

とにより、現在128のi止帝となっているO

フテリン・オボーは、モガイト・ガチャ

のフテリンiMJの東にある高さ1344.mの丘の上

に置かれている[図3Joこのオボーの出来

について、地元では次のような伝説が伝わ

っている O

昔、チンギス・ハーンが西憂国(今の寧

夏自治区辺り)を攻撃する目的で、モンゴ

ル箪隊を率いて今のモガイト村辺りを通り

過ぎる際に、フテリン湖の所に一服し、乗

っていた馬に水をあげたりしたO 出発の際

に地元の人に進行の道を案内してもらうこ

とになった O 案内者のことをモンゴル諾で

「フトチjと言う O この地方出身の案内者が

チンギス・ハーンの征服偉業と関わったこ

JL 
フテリン滋

図3 モガイト村の二基のオボー
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とを誇りに思い、それを記念するために、

地方の人々は湖のことを「フテリン湖Jと

名付け、隣の丘の上にオボーを建てて「フ

テリン・オボ-Jと命名した。

フテリン・オボーは、毎年!日暦5月13日に

オボー祭犯を行っている O 現荘オボーの主

宰者のゾーン・ナムル氏 (40代)が、フテ

リン湖の西側の1Il*に住んでおり、「父親が健

在の時にオボーの主宰者だったので、現在

自分が受け継いでいるのだJと詑ーっている O

イケ・ツァイダム・オボーの主宰者のジ

ラン・トットホ氏は、子どもの頃にフテリ

ン湖の東北の II~: に住んでおり、当時は父親

を始め一家がフテリン・オボーの祭記に参

与していたという o rイケ・ツァイダム・オ
ボーの近くに移ってから、 7テリン・オボ

ー祭犯に近年余り参加できなくなったO 何

年前に、フテリン・オボーの主宰者のi識を

頼まれたが、二つのオボーの主宰を兼職す

ることは大変だと思って断ったjと諮って

いるO

また、イケ・ツァイダム・オボーの主宰

者のパヤン・チヨット氏によると、彼らも

昔フテリン・オボーの祭杷に参加していた

という or父親が健在の時に参加していたの
で、我々も父親が亡くなってからしばらく

フテリン・オボーの祭記に参加していた、

最近あまり行かなくなったがj。また、文化

大革命の後、早速イケ・ツァイダム・オボ

ーの復活に取り掛かったバヤン・チヨット

氏の父親のラシニマ老人は、イケ・ツァイ

ダム・オボーを復j舌させた後、ただちにフ

テリン・オボーの復活にも乗り出したと言

われている。

7JIJ紙でも触れたように、現在イケ・ツア

イダム・オボーは、ハサルゆかりの神霊祭

礼と合併された後、その祭記活動は地方に

おいて前より影響が高まり、参加者の規模

も年々拡大され、地元の公的機関の関心を

引きよせている O 主宰者たちの管理により、

オボー祭記の施入などは怠りなく整理され、

祭柁場の施設の改善なども積極的行われて

いる O 一方、フテリン・オボーの場合、オ

ボー祭犯は毎年普通に行われ、祭記当日の

財施もその臼の費用に適合させているよう

だが、イケ・ツァイダム・オボーの年輩の

主宰者らから見ると、フテリン・オボー側

の若層の主宰者たちが、オボーの布施をオ

ボーと祭泥場の改善に投資しないまま無駄

金に使っているなどと批判している O 近年

観光業を進めるための行政側の提唱もあり、

地方における伝統文化の復活と文化施設の

修築、改善の運動は、牧民たちの認識に影

響している側面が窺える O

2 チバガント・オポーについて

チバガント・オボーはオトク前旗のマラ

ト寺より高に6キロ離れている1409m高さの

山の上にある O 一基の大オボーと十二基の

小オボーからなる十三オボーである[写真

2]。

外見の特鍛:①十二の小オボーの並び

方:大オボーから少し斜めに南へ並ぶ。元

の十三オボーの遺跡はまだはっきり見える O

②ノトオボーの前に石碑が立ち、オトク地域

の他の十二の旗オボー1の名前がそれぞれ刻

まれている O

このオボーについて以下のような伝説が

語れている O 昔、チパガント丘の麓に周囲

に名の知られている「ボルjという宮人が
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住んでいたO この宮人が自身の宮i織の進級

と周囲のモノ充足を願い、このチバガント

という Eの上にオボーを建て、「チパガン

ト・オボ-Jと名付けた。

このオボーにもう一つの名称があり、「ス

ゥリデ・オボ-Jともいう D スゥリデとは、

昔のモンゴル族の大ハーン(王様)の旗 I1轄

のことであり、長い歴史の11号、モンゴル人

はスゥリデを軍神や守護神が宿る聖なるも

のとして信仰を持つようになった O このチ

パガント・オボーの西北に何キロ離れてい

るところに、オトク地域のシンボル的な存

在のスゥリデの祭泥場があり、昔から一本

の大きな斑のスゥリデが記られていた。

1868年に鱗境の寧夏のIQJ民族により、清王

朝に対ーする「自民反乱jが起きた O 当時、

満州族の清王事)jの支配を支えていた関係に

より、モンゴル族地域も反乱軍の攻撃対象

となったのである O 反乱軍は、真っ先にオ

トク地域のモンゴル人を攻撃し、大きな災

難をもたらし、「モンゴルの武器を以てモン

ゴルを襲う jというスローガンを以て、ス

ゥリデを略奪に来たが、そのスゥリデは不

思議になくなっていた。反乱が治まった後、

地方の人々がスゥリデを捜し掛け、このチ

バガント・オボーの所で見つかったという O

そのため、このチバガント・オボーのこと

を地方ではまた[スゥリデ・オボーj と命

名し、旗政府から祭犯の主宰を担当するよ

うになったという O

オトク地域の人々は、スゥリデに特加な

祭記儀礼を行うだけではなく、現在もモン

コゃル人の世帯は、住処の前に小さな祭壇を

建て、上に二本の小さなスゥリデを挿して、

各iま;箭の吉祥たる日や何かの記念すべき B

などに、世帯主によりスゥリデを配ったり

する O このスゥリデを配る{義札をまた「チ

ンギス・ハーンを配っているjと答える人

もいる[写真3J。

3 工jレヘト・オボーとオナガン・ブリド湖

i エルヘト・オポーとその伝説

エルヘト・オボーはオトク旗の政府所在

地オラン鎮の南に議える海抜1616m高いエル

ヘト山の上に立つO 地方の人々は、!ljの頂

に「黒い馬に乗り、金色の弓に銀色の矢を

付けて手にもつ神様が宿っているJと描き、

「この神様はお溜を好むのだjなどと、オボ

ーの神様を酒好きの武士のイメージで比11命

しているO

現在のエルヘト・オボーは、外見的な特

徴としては、①一基の大オボーと十二基の

小オボーからなる十三オポーである O 一基

の大オボーは、セメントで作った高台にn草

木を束ねて出来たものであり、 12基のノトオ

ボーは、セメントで簡単に造った「仏塔j

のような形をしたものである[写真4、5Jo

元のオボーの跡からも確認できるが、外見

的に現在のオボーと甚だ異なるようで、記

録によると、十二基の小オボーも濯木を束

ねて出来たものだったという O ②興味深い

のは、元の十二基の小オボーは、大オボー

の位置より北の方に並んでいたが、現在は

大オボーの手前の方向に並んでいる O

近年、オボーの石の下やオボーに結んで

ある儀礼用のハダク(絹)に現金を挟んだ

りする現象が見られる O エルヘト・オボー

の場合も、大オボーの上に、現金を石で押

えてあった現象を見かけたO また、このオ

ボーは古くから、女性が近づいてはいけな
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いという禁忌はあるが、筆者は研究者とい

う特別な身分で、またオボーに訪れたのは

祭犯の日ではなかったため、オボーに登っ

てみることが許された。一方で、このオボ

ーは、現地協力者のパヤン・チヨット氏が、

遠い距離を気にせず、故郷の美しい山水を

アピールしようとした誇りの気持ちで案内

してくださったオボーである O

このオボー及び周辺の景色について地方

では色々な伝説が伝わっている O

エルヘト山の麓の周間は栄養豊かな植物

が豊富に密生し、四季に渡って100万頭の家

苔がその麓に散かっていた生き物豊かな高

い111だった O ある日、突然北のほうから、

八頭の I~l い獅子が来て、エルへト UJ 辺りの

人間と家畜に芭大な災害をもたらした O す

ると、オボーの神々が黒い馬に乗り金色の

弓矢を背負い、/

つて追しい3かけ、今のウラン・ノール(赤湖)

の東I!I~j: に一頭の 1r.ïlî子を射死した O 殺された

獅子の血が流れてウラン・ノール湖に入っ

たので、 iMが赤色に変わり、そこからこの

湖は「ウラン・ノール(赤い湖)J と呼ばれ

るようになった O 殺された獅子の辺りに草

会話局士、t
ofHa:x:J.旦

が生えなくなったため、獅子の遺骨の上に

オボーを立て「ヤルジン・チャガン・オボ

-J 2と名付けた。

エルヘト・オボーは、高いエルヘト山の

上に立ち、自然の景色が絶好な場所に置か

れ、オトク旗の王公にオトク旗の五番昌の

旗オボーとして位置付けられた O オボーの

主宰者は旗の政府から派遣され、オボーの

近くの地方政府ーからも祭泥の協力者と世話

役などを派遣する O 読経のラマ僧は、旗の

エルヘト寺から毎年何人かのラマ僧を派遣

することになっている O

11 オポーとオナガン・ブリド湖

このエルヘト・オボーの山を蜂りて、西

南の方に 10何キロ離れている平原に、 i~主木

が密生した場所があり、その奥に進んでい

くと、この地方で有名な湖がある o Iオナガ

ン・ブリトJと言われる o Iオナガjとは、

二歳の馬を言い、「フや1)ドjとは、オハシス

を指すO 地理的にオナガン・ブリド湖はほ

ぼエルヘト-オボーとチパガント・オボー

の斜め真ん中の位置にあり、エルヘト山と

チバガント丘の間の盆地にできている[図

チ明めUン川ト岬オ村ボ

/ ¥，，---

-ブリド;古月

j撞木のお

図4 エルヘト-オボ一、オナガン・ブリド;胡とチバガント・オボー



4J。
筆者が調査中に、エルヘト・オボーを降

りて帰りの途中に、現地協力者のパヤン・

チヨット氏の熱心な案内でオナガン湖に立

ち寄った[写真6Jo 薬木が密生した小さな

林地を通り抜けると、自の前にまさしく大

地に張り付けた一枚の鏡のような湖が見え

たO 遠い向い備に黄色い砂丘が繋がり、そ

の手前の小規模な緑地に小量の家畜が草を

食んでいた O 近年草原の湖が見る見るうち

に枯渇されてゆくことで、オナガン・ブリ

ドiMlは牧民たちの自然を懐かしむ存在でも

ある O 葦が小規模な群落を作り、水面に鳥

が潔っていた。「昔これよりずいぶん広かっ

たよ、実際の深さが誰も矢[]らない。何十年

前にアメリカの二人の研究者が小舟で湖の

奥まで入ろうとしたが、途中で進められな

くなって戻ったよjとパヤン・チヨット氏

が語るO

このオナガン・ブリドについて以下のよ

うな伝説がある O 昔、今のオナガン・ブリ

ト辺りにある年、高の雨も降らず、井戸

が乾上り、植物が立ち枯れ、家畜が大量に

死に、人々は恐ろしい自然災害に苦しんで

いた O ある自、ハン・ホルモスタ天神から

自分の七人の娘の中から、長女の雲仙女を

下界に雨を降らすように差し遣わした O 雲

のイ11j女が今のオナガン・ブリドの上空を飛

びすぎる際、うっかりして口の中に閉まっ

ていた万世の水玉を下界に落としてしまっ

たO この万世の水玉が転がり落ちたところ

に、きれいな湖ができ、雲の仙女が龍王の

駿馬と変わり、この湖のIs*-に住むようにな

った O それでこの湖のことは fオナガン・

ブリド(駿馬のオアシス)jと呼ばれるよう

になった(ソナム、アルピンノてヤ jレ2005、

52p) 0 

パヤン・チヨット氏によると、オナガ

ン・ブリド湖のほとりに二頭の駿馬がおり、

夜になると、その中の一頭はエルへト・オ

ボーが立つエルヘト l幻の麓まで餌を求める

が、もう一頭は反対側のチバガント・オボ

ーが立つチパガント丘の麓まで、水草を追っ

かけ、 iヨが昇るi療に、またオナガン・ブリ

ドのIl伴に戻ってくると話している O

したがって、エルヘト・オボーの祭記儀

礼は、現在もオナガン・ブリド湖の祭紀と

関わって行われてきた O 毎年、エルヘト・

オボー祭杷を前もって、オボーの主宰者た

ちはオボーに読経するラマ備たちを先にオ

ナガン・ブ 1)ド湖のIll'j:'.に招き、読経儀礼を

行う O 湖iの祭記儀礼を終えてから、オボー

に登り、オボー祭杷の手まわしに入る O 経

者が訪れたIl寺に、オナガン・ブリド ~MJ のと

ころに、丸い草燃えの跡が残っていたが、

「今年のオボー祭犯の擦に行われた儀礼だろ

うJとバヤン・チヨット氏が言う O すでに

別紙で発表されているイケ・ツァイダム・

オボーの場合、オボー祭犯の際に近くの井

戸を記る儀礼が行われるのと似たように、

エルヘト・オボーの場合は、近くのオナガ

ン・ブリド湖を配る儀礼が行われるのであ

るO

4 シュjレヘイ・オポーとシュルヘイ寺

シュルヘイ・オポーの歴史と現在

シュルヘイ・オボーはオトク旗スミト-

ソムのシュルヘイ村のシュルヘイ寺の後ろ

に立つ海抜1350mの高い丘の上に置かれてい

るO 外見的にみると、石で、丸く固定された



本合が四角いコンクリート造りの0.8m高さ

の土台の上に設置され、本台の頂に濯木の

束が掃されている[写真7Jo

オボーの本体の間部にそれぞれ30cmX 

20cmの大きさの石碑が張り付けられ、正面

の石碑の上にモンゴル語、チベット語、中

国語でオボーの名称が刻まれ、その反対領IJ

の石碑に、モンゴル諾と中国語の両文字を

使った fシュルヘイ・オボー修築の功徳碑j

が縦書きで警かれている[図5Joこの功徳

碑に、オボーの存修築に、オトク旗の党の

書記00さんと旗長の00さんが個人のお

金を寄付していることが明々と書かれてい

るO

オボーの本台の右と左側に付けた石碑に、

シュルヘイ・オボーに関する伝説がそれぞ

れモンゴル認とヰl国語で刻まれている O 石

碑の端に「オトク旗民族宗教協会より jと

警かれている O

上記のオボーの現象と同じように、この

萱郭昼中

互旗主 共Yじ Jj那
フじ托

人 克喜亦
OQ一特此立 政E民 旗丞芸

六年 碑念7重己7 tO 壬 主JOL5巳 格責包里功徳主

旦 O O 

十日 2 女碑
損資 掲士

入 資
民 人

図5 シュルヘイ・オボーの功徳碑

シュルヘイ・オボーより東南に300mぐらい

離れている場所に元のシュルヘイ・オボー

の跡ははっきり見えている O シュルヘイ・

オボーは景観的にシュルヘイ寺が葬れるE

の上に立っている O 建てなおされた際に、

元のオボーの場所から移動されたのである O

その理由は、景観的にお寺の主たる建物と

一直線で見えるためだったと、主宰者のエ

ンゲ・ジョリグ氏 (40代)が語る O 要ーする

に、オボーの再修築の捺に、一見するとお

寺とオボーが整然として見える美観が求め

られたのであるO

11 シュルヘイ・オポーの主宰者への取材

今国の調査でシュルヘイ・オボーの西の

麓に住んでいる主宰者のエンゲ・ジョリグ

氏の家を訪れ、エンゲ氏をオボーのところ

に招き、シュルヘイ・オボーについて話を

向うことができた。

語り手:エンゲ・ジョリグ氏、 40代

このオボーは昔からこの辺りの十数

軒の世帯によって祭られてきた…(元

のオボーの跡を指しながら)ここはオ

ボーの元の場所である O 父親が祭って

いたオボーだった…この近くに f革命

記念碑jもあった…今のオボーを建て

なおす際に、塔児寺の生き仏を招き特

別な儀礼を行い、今の場所に移した O

普通のラマ僧にはできない。最初はこ

の周辺の12軒ぐらいの世帯によって簡

単に祭りを行い、付随行事(競馬やモ

ンゴル相撲など伝統的な競技)なども

なかった O 現在はオボー祭記の主宰活

動に関わる世菅数も少し増えてきて、



17軒ぐらいなっている O 祭最Eに集まる

人も多くなり、競馬とお相撲の競技も

行われている O 毎年60、70頭の競馬が集

まるようになった O この辺りで相当影

響が出ている O このような状態で祭配

は4，5年続けている O このお寺が修

築されてから、オボー祭犯に参加する

人も増えてきた。

シュルヘイ・オボーは現在お寺のオ

ボーだと言われている O 私が物心つい

たときにお寺も破壊されたままで、オ

ボーもなくなっていた O その場所に

『革命記念碑Jが立っていたが、後にこ

の辺に住んでいたナムタルという叔父

さんがその f革命記念碑jを倒して、

元のオボーを建てたと開いた O 現在、

オボー祭詑に70人ぐらいのお相撲が集

まり、 f男の三技jが行われている O ま

た祭犯の日に、ソムの政府から役人た

ちが来て、布施といいますか、現金1000

元を持ってオボーに捧げたりする O オ

ルドス}歪の9月9日に女台まるカ宮、 91ヨにシ

ユ jレヘイ寺のチャム蹄りの儀礼がおこ

なわれ、 10日にオボー祭詑が行われる O

祭記の日に昔は三頭の丸煮を使ってい

たが(オボーに捧げる羊の丸煮のこと)、

現在五つの丸煮を使っている O ラマ僧

は20何人参加する O 前は一人のラマ僧

を招き祭っていたが、現在20何人のラ

マ僧が参加し、お寺のオボーだと言わ

れているので、より大事にされている O

エンゲ氏によると、オボーの下にたくさ

んのチベット諾の経典が埋められ、新しい

オボーが建て藍された祭に、生き仏の読経

などの儀礼により移動して新オボーの下に

埋め藍したという O 元のオボーが、単なる

j草木を束ねて簡単にできたものだったとい

うO 現在オボーの主卒者に十数軒の世;帝が

入っており、その中で一軒の漢人世帯がお

り、祭犯の準備活動は、各世帯が)11実香に担

当する O シュルヘイ・オボーの丘に立ちな

がら、遠方の高い山と丘の方向を指し、エ

ンゲ氏とジゲデン氏は、 iコにオンゴン・オ

ボ一、チャガン・オボ一、ボルハン・オボ

一、サイハン・オボーなど遠くの山や丘に

霊かれているオボーの方向を確認している O

オボーは彼らにとって、この土地に対する

認識の基準でもある O

主宰者のエンゲ氏は、現在シュ jレヘイ・

オボーのほかに、東の方に十数キロ離れた

ところにあるもう一つのオボー祭詑に参加

しているという O メデルのオボーといい、

彼の父親が昔祭っていたオボーであり、後

にシュ jレヘイ・オボーの近くに移り、主に

シュルヘイ・オボーを市Eるようになった治人

現在も毎年メデルのオボー祭犯に参加して

いるという O

また、この二つのオボー祭犯のほかに、

エンゲ氏はまたこの地方で最も規模の大き

いサイハン・オボーと名乗るオボー祭犯に

参加している o Iオトク地域を代表する十三

の大オボーの一つであるため、毎年のサイ

ハン・オボー祭記に参加しているJと言う

が、筆者が調べたところ、オトク地域の十

三の大オボーのリストに、このサイハン・

オボーが含まれていなし、。ただ、サイハ

ン・オボーは、エンゲ氏が詑っているシュ

ルヘイ・オボーとメデル・オボーと比較す

ると、主宰者だけで50数軒の世帯を中心に



行われているとのことで、地方で相当規模

の大きいオボー祭詑であることが推測され

る(オトク・オボ一、 2005年)。要するに、

エンゲ氏は現在、①主に住処の近くにある

シュルヘイ・オボーを詑り、オボー祭泥の

主宰者のメンバーである;②また、父親が

昔祭っていたメデル・オボーのオボー祭詑

に参加している;①また地方で最も規模の

大きいサイハン・オボー祭犯にも参加して

いる O

川 シュルヘイ・オポーのイ云説

現在シュルヘイ・オボーについて以下の

ような伝説が伝わっている O

昔、チンギス・ハーンは西夏屈を攻撃す

る自的で、モンゴル軍隊を率・い六盤UJ3に向

かつて進箪する途中で、シュルヘイ・オボ

ーが置かれている丘の上にモンゴル軍旗の

黒いスゥリデを配った O スゥリデを紀る儀

礼をおこない、モンゴル箪i涼の意志を I~ め、

闘志を燃やすのであった O 当時、チンギ

ス・ハーンは命令を下し、九×九=八十一4

頭の羊の丸煮を供物として用意し、黒いス

ゥリデを配り、~夏 i翠を征服しないと組対

撤兵しないと軍旗のスゥリデに誓約した O

祭IjiE儀式が終えた後、兵士たちに祭犯の供

物を配分しているうち、丸煮の供物の中に

生のi会jが一王現れたO これを見て、チンギ

ス・ハーンカすその生の供物を天から下った

特別な恩恵であると言い、この丘の]実に諌

げ、たという O 生の肉をモンゴル諾で「シュ

ルヘイ jと表現するため、後に人々は記念

するために丘の上にオボーを建てて「シュ

ルヘイ・オボ-Jと名付けたのである O

この伝説は、主宰者のエンゲ氏と現地協

力者のジゲデン氏が、シュルヘイ・オボー

のところで筆者に語ってくださった。 rオト
ク・オボ-jにもほぼ同じ内容が記載され

ている O また、オボーの側面に貼り付けら

れた石碑にも書かれており、歴史年代など

を比較的明確に記述している O

歴史的に、チンギス・ハーンは西夏留を

征服するために、前後六回をわたって攻撃

を行ったが、オボーの石碑に記載されてい

る年代によると、シュルヘイ・オボーの辺

りを通ったのは、六回目の攻撃であったと

いう O つまり、 1227年に、チンギス・ハーン

のモンゴル軍隊は、シュルヘイ・オボーの

近くで西夏の軍隊と勝負する決断がなされ、

この丘の上で軍旗の黒いスゥリデを祭った

のである O

IV シュルヘイン寺

モンゴjレにおけるオボーとチベット仏教

との関わりは、歴史が長く且つ複雑な問題

である O 景観的に見ると、チベット仏教の

お寺の隣接地にオボーを建てることもある

が、お寺とオボーが離れている現象も多い。

シュルヘイ・オボーの場合、オボーが立つ

丘に葬れた形でシュルヘイン・ソムお寺が

建設された。

このお寺は1907ij三に建てられたという O

2001年からオトク旗政府は地域の宗教活動の

場所として、また観光ツーリズムのニーズ

に応え、今のシュルヘイン寺を修築し始め

た。 2005年に今のシュルヘイ村の近くで規模

の大きいシュルヘイ天然ガス出が中国石油

長慶支社により!羽発され、向日寺に天然ガス

の処理工場なども作られ、内モンゴル自治

区の大都市と自治区外の大都市に天然ガス

A
守



を提供している O 当該会社はシュルヘイン

寺の修築にも援助しており、その貢献をお

寺の入り口の両側に建てた記念碑に記述し

ている O 近年、お寺やオボーなど荷ー修築さ

れた宗教施設において、記念碑が作られる

ようになり、修築のi緊に支持と援助を提供

した地方政府、公的機関、地方の企業など

の功績を明記している O

また、シュルヘイン寺の場合、 13世紀に

チンギス・ハーンのモンゴル軍隊がこの地

方を横切ったという歴史出来事を記念する

ために、現在お寺の敷地の真ん中に武具を

手に持ち馬に乗っているチンギス・ハーン

の銅像が建てられている[写真8Jo

5 ジュルヒン・スム・オボー

ジュルヒン・スム・オボーは、現在エル

へト・ソムの中心に準えている海抜1382mの

山の上に置かれている O 地方の人々はUJの

ことを人間の「ジュルヘ(心臓)Jと11合え、 UJ

の頂と麓に位置するオボーとお寺のことを

それぞれ「ジュルヒン・スム・オボーjと

「ジユルヒン・スム」と名付けた。

ジュルヒン・スム・オボーは外見的にみ

ると、本体がタワー式の三層で造られ、石

で丸く造られた土台の!二に置かれている O

本体の頂に生木の束が挿されている O オボ

ーの本体の正面に40cmX20cmの大きさの記

念同:がH，5り付けられ、その上にモンゴル語、

チベット誌と中国語でオボーの名称、を表示

している O 記念碑ーの右端に「二00八年五

月二八日Jとオボーが修築された年月日を

明示している O オボーの手前に一本の検の

木があり、木の上にも数多くの青色のハダ

クが結び付けられている[写真9Joモンゴ

ルの地方では、苦から捻の木、特に寿命が

長く、外見的に特徴のある検の木に特別な

感清を持ち、神様がついているとみて詑る

ところもおおい。オトク地域では、この習

慣は現在も継承されている O

モガイト村のイケ・ツァイダム・オボー

の主宰者ノルブ氏の牧場に、一本の年老い

た検の木がある。今年ノルブ氏の実家を再

び訪ねた際に、その様の木の校と木の斡に

大量なハダクが結ばれ、宗教儀礼用のi幡な

どもたくさん掛けられていたO ノルブ氏の

長男のピリゲト(40代)は、ある日この稔の木

に仏様の霊が懲いたという不思議な夢を見、

その翌日から早速人々を集め、仏様が強い

ている聖なる木とみて正式に配ったという

〔写真10]。

ジュルヒン・スム‘オボーの場合、景観

的にオボーと織の木は同じ土台に立ち、透

き通った青空の下にユニークな殻j携を形成

しているが、オボー祭犯の際に、検の木を

どのように扱っているかは確認されていな

い。この織の木についての話は、『オトクの

オボ-jにも言及されていなし ¥0

ジュルヒン・スム・オボーについて、{云

i見も見当たらないし、オボーのところにも

書かれていなかった o LlJを下ってきたとこ

ろにあるジュルヒン・スムお寺は、 -~tf の

単純なレンガハウスからなる建物であり、

その入り口の上に扇額が付いており、上に

f文明宗教活動場所j、「オトク旗民族宗教事

務委員会j、「一九九七年五月一日jと書か

れている O お寺のi鋒にラマ僧の宿舎と思わ

れる何軒ものレンガ造りの住処がつながる

が、現在だれも住んでおらず静かだった。



6 チャガン・デゲキン・オポー

チャガン・デゲキン・オボーは、現在オ

トク前旗のモガイト・ソムのバヤン・シリ

村'の海抜1423mの高い丘の上に置かれてい

るO 近年、地元の文化建設により、新しく

造られたオボーは、コンクリート製の土台

の上に生木が挿されている[写真11J0 オボ

ーの左側に170cmx 170cmの大きさの記念碑

があり、上にオボーの歴史と伝説が警かれ

ている O この記念碑は2005年に、当時まだ自

本に留学していたホピスガルト氏により建

てられたという O ホピスガルト氏の上の佐

代からこのチャガン・デグキン・オボーを

記り、現在も兄弟を含み一族がオボーの主

宰者グループに入り、毎年オボー祭犯に参

与している(ナランピリゲ2011)。

このオボーの由来について、昔はこの土

地でゴムボ・ダムサルという金持ちが住ん

でいた D ある日、ゴムボ・ダムサルは現在

のチャガン・デグキン・オボーが立つ丘に

登りタバコを吸いながら家畜を飼っていた

が、思わず大事な喫煙具のパイプをなくし

たO 何度も何度も探したが見付からなかっ

たため、パイプを落とした辺りに石を積ん

で印をつけておいた O その後、ゴムボ・ダ

ムサルは丘の上にパイプを探しにくるたび

に石を積みあげていった o Iヨ々が経ち、積

んだ石積みもだんだん大きくなり、落とし

たパイプも偶然、見つかったという O 喫煙呉

のパイプは、モンゴル諾で「デゲクjと言

い、ゴムポ・夕、、ムサルの喫煙パイプはシル

ノてーの色だったため、この丘は後に「チャ

ガン・デグキン丘j、つまり「白いパイプの

JiJと呼ばれるようになった。

積み上げてできた石積みは、チャガン・

デグキン・オボーとして祭記が始まったの

は、 1890年代のことで、当時隣のマラト出身

の一人のタイジとモガイト出身の人々が力

を合わせて、元の石積みを改造し、上に生

木の束を挿してオボーとして修築し正式な

祭詑を始まったという O 文化大革命を経て

再復興されたのは、 1981年のことだったO

fオトクのオボ-jの記載に載っているチャ

ガン・デグキン・オボーは、 1981年に復活さ

れた後のオボーだと思われるが、外見的に

土盛りを土台にしたたくさんの生木の束が

挿されたオボーであると書かれている O 現

在のオボーは、近年現代風に再修築された

ものであり、土台はコンクリート製の造営

物となっている O 今のオボー祭記の主宰者

たちは、みんな父親の一代から継承した人

たちである O

1990年代にチャガン・デグキン・オボーが

置かれているパヤン・シリガチャの人民委

員会は、上層の各行政側の支持を求め、チ

ャガン・デ、グキン・オボーを示日っている4女

民たちをIl乎びかけ、オボーの周辺に松の木

の苗を植え、環境の緑化を改善することに

努めた O また、オボーに捧げられた布施を

集め、オボーの祭記場で二つのコンクリー

ト製のテントを建て、祭記場の設備を改善

している O

7 フレー旗のフンデイン・オポー

近年、各地における伝統文化の復活の影

響で、内モンゴル東部の一部の農耕地域に

おいても、オボー祭認が復活されている O

筆者が今年の調査の最後に、内モンゴルの

通遼市のプレー旗のフンデイという農耕村

落において、地方の小学校で、30年教使を取



ったパヤンタラ氏 (60代)の協力を得て、

今年復活されたばかりのフンデイン・オボ

ーを考察することができたO

このフンデイン・オボーは、フンデイ-

ガチャの東に釜える海抜1000m高い丘の上に

置かれたオボーであり、本体は石材ででき、

本体の頂上に松の枝が挿されていた。農耕

村落のオボーのr=Dとして、松の枝のi境問に

たくさんの緑のトウモロコシの芽が生えて

いた[写真12Jo近年環境緑化の提唱により、

フンデイン・オボーが置かれている丘を下

ったところの斜面地は若い松の木々に覆わ

れている O 麓の平地に農作物の):[IJが広がっ

ている O

バヤンタラ氏によると、このフンデイ

ン・オボーは、 180年同地方の人々により祭

られてきた歴史を持つが、 1950年代の土地改

革の時期に中止され、半世紀の休患を経て、

今年からようやく復活されたという o 1*1は

この近くに元のオボーの跡もあったO 植物

に覆われた土盛りの跡があった O 祭犯が中

止された後、牛飼いの人以外誰もこの丘に

来なくなったからねJとバヤンタラ氏が語

るO

現在のオボーを建てる際に、石材ーは全部

遠くの山からフォークリフトで運んできた

もので、大変な工事だったという O 費用の

多くは旗政府、ソムの政府が負担し、その

ほかフンデイ・ガチャの村民たち全員が布

施して作り上げたものである O フンデイ・

ガチャは現在約300戸の世帯からなり、三つ

の組と分けられ、村民全員がモンゴル族の

村である O 村氏の中で、村の出身であるが、

現在都会に住んでいるゲンデンという 90歳

のお爺さんが、オボーの復活に最も関心を

寄せ支持を与えたと村人に語られている。

2011年に半世紀ぶりのオボー祭犯が行われ

ることとなり、地方では早くから祭紀に備

えて準備していた。しかし、 2011年の春に、

内モンゴルのシリンゴロ盟である牧民が牧

場に勝手に入った石炭を運んでいた車に弾

かれて死亡した事科二が起き、内モンゴルの

各地で f草原を守り、牧民を守るj学生デ

モが起きたりしたo したがって、各地方政

府からモンゴル人が集まることを厳しく

戒するようになったため、本来の仕来りで

Ifヨ!奮5月13日に祭詑を行われる予定のフンデ

イ・オボー祭犯は、事件の影響で中止され

ることを恐れて、予定1:1より.11]，めに祭犯を

済ませたという O オボー祭 ili~ に、競馬やお

相撲などの伝統的詰免技も行われなかったが、

プレー1Jjtの有名!な伝統的なjえ;族舞踊である

アンダイ舞踊の披露が行われたという o 比

較的単純な祭記活動であったようだが、通

遼市やフレー鎮に住んでいるモンゴル人た

ちも、たくさん集まってきたことを地元の

人々はうれしげに諾っていた。

まとめ

1950年代から中国圏内の一連の政治運動と

政策により、オボーの祭詑活動は強制的に

中止されることとなったが、 1980年代の始め

から公式に復活されてきた O 近年、中国の

各地において政府や公的機関は伝統文化の

復活と文化施設の改善などに積極的に取り

組んでいる O したがって、 1980年からすでに

民間の手によって作られたオボーは、また

政府の主導で再建されることとなり、本来

は自然の石と濯木、土などで作られていた

オボーは、現代建築用の材料が用いられた



現代化された造営物と変容した。

本稿では、主にオトク地域において近年

公的機関の主導や支持の元で、再建された

オボーの景観的な特徴を考察し、結論とし

て次のようにまとめておきたい。①オボー

の場所を移動してはいけないという古くの

しきたりはあるが、再建の際に、元の場所

から移動された現象が多くみられる O その

動機として、祭配領域全体の景色の美観が

求められていることが窺える;②再建され

たオボーの聖なる祭詑領域において、この

地域に古くから存在していた他の信仰習俗

との合併がよく見られる O 英雄の神霊の詑

りや検の木に対する信仰、または井戸や湖

の泥りなどは、施設的にオボーと j可じ場所

に作られているものもあれば、祭紀のi努に

連携しておこなう場合も多くなっている;

昔のオボーの上に、家蓄の骨や毛、また牧

民が家畜飼う際に使う道具類、武器などが

置かれていたが、現在最も目立つ現象とし

ては、オボーの上に紙幣や硬貨などが見か

けることである O

現在、オトク地域において、牧民の一世

帯が毎年数カ所のオボー祭犯に参加する現

象が多くみられる O 一つは、現在の住処に

最も近いオボーの祭 í~E:に参加し、祭犯の主

宰者を担当することが多い;もう一つは、

昔は父親が詑っていたオボーの祭配に参加

することである O 勿論、オボーのj揚所によ

り、上の世帯が住んでいた土地を推測し得

るのだろう;また、地方において祭記規棋

の最も大きいオボー祭犯に参加しているこ

とが観察されている O 今後の研究において、

オボ一民俗の変容とオボーと祭記集団との

関わりに関して考察をより深めていきたし ¥0
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l 旗・オボーとは、清代に内モンゴルで{J{í~

立した行政単位の「旗Jの名を冠した公的

性格を持つオボーのことを指し、昔から主

宰者は旗政府から派遣され、祭犯は主に旗

の財政及び旗に所属する下の行政が支えて

行われる O 規模の大きいオボー祭犯が行わ

れるため、全旗の人々が参加するのである O

オトク地士或では、このような民1・オボーは

13基あり、チバガント・オボーのその中の

一つである O

2 このオボーの名は草が生えない土と言う

意味で、現在配っていないオボーである O

(rオトク・オボ-j 82p) 
3 寧夏田氏族自治区の南部のi琵}京市の西南

写真 1 フテリン・オボー

に位置し、昔のシルクロードの北へ通る道

だった。 歴史的に北方民族と中原氏族の文

イヒが接J9rt!する場所だった。

r9Jという数字は、モンゴル人にとっ

て特別縁起の良い数字であり、歴史的にチ

ンギス・ハーンは特に9という数字を好ん

だと言われている O

5 アンダイ舞踊は、明末清始のころに内モ

ンゴルのホルチン草原の南部のプレー旗で

発した民族舞踊である O 最初は、民間でシ

ヤマンが治療する際にとる動作やしぐさに

起源を持ち、後に賑やかで楽しい雰i注!気を

作る民間の舞踊として発展したと言われて

いる。

写真2 チバガント・オボー



写真4エルヘトーオボーの大オボー

写真3 拐、家の高官のスゥリデを詑るバヤン・チヨット氏

写真 5 エルヘト・才ボーの十二基の仏塔 写真6 オナガン・ブリド;胡

らしき小オボー

写真7 シュルヘイ・オボー 写真8 シュルヘイ寺の敷地内に立つチン

ギス-ハーンの鍛錬
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写真9 ジュルヒン・スム・オボー 写真10 仏機が揺る撒の木

写真11 チャガン・デゲキン・オボー 写真12 農耕村落のフンデイン・オボー
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